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多良間島研究文献一覧

大城涼子悪

〔几例〕

・多良間島の研究に関連する文献を、年代別に整理し、五十音順で掲載した。

・自然系、及び経済関係の資料、行政資料は原則として省略した。

．「」は論文名。『』は出版物名を意味する。

・記載順は、編著者名、論文名、出版社名である。「：」は記載内容を示す。「＊」は再1１

・多良間島の発音を表す特殊な表記で、共通語で表記不可能なものは通常表記に直した。

.１日漢字は新漢字に改めた。
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｢＊」は再収録を示す。
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1924（大正１３）

◇比嘉重徳「多良間島、水納島」『先島の研究』（沖縄日之出新聞社）

1928（昭和３）

◇Ｎ・ネフスキー「月と不死（若水研究の試み)」『民族』３巻２号

◇Ｎ・ネフスキー「月と不死に)」『民族』３巻４号

＊Ｎ・ネフスキー/岡正雄編『月と不死』（平凡社1971年）に再収録

1937（昭和１２）

◇沖縄県古教育部会「伊良部多良間来間の状勢」『宮古郷土誌』（大野商事）

1939（昭和１４）

◇河村只雄「多良間の豊年祭」・「多良間の豊年祭の社会的意義」「南島文化の探求』

（沖縄文教出版）

◇加藤三吾「宮古文化の探求」「琉球文化の研究』（沖縄郷士文化研究会）

：多良間の豊年祭/多良間の豊年祭の社会意識/多良間より伊良部島へ
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1944（昭和１９）

◇垣花良香「多良間島雑記一雨乞ひ・年中行事・狸諺及び方言の係り結び」『南島』第三

輯（宮古民俗文化研究所）

＊馬淵東一・小川徹編『沖縄文化論叢』第３巻民俗編Ⅱ（平凡社1971年）収録

＊おおしろりょうこ琉球大学大学院人文社会科学研究科２年次
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1950（昭和２５）

◇稲村賢敷『郷士研究特輯宮古島史蹟めぐり』（郷士研究会）

：多良間神社付大みや－か及金志川金盛の墓／多良間島経塚／運城御嶽其他／多

良間島抱護林

1957（昭和３２）

◇稲村賢敷「宮古島庶民史」（自刊）

1960（昭和３５）

◇上江洲均「多良間島採訪記」「沖縄民俗』２号（琉球大学民俗研究クラブ）

＊『沖縄民俗』第１巻（第一書房1988年）復刻合本の上収録

1962（昭和３７）

◇鎌田久子「水納島の年中行事」『日本民俗学会報』２４号（日本民俗学会）

＊大藤時彦・小川徹編「沖縄文化論叢』第２巻民俗編Ｉ（平凡社1971年）収録

・崎山理「琉球多良間島水納方言の音韻」『音声の研究』１０（日本音声学会）

１９６３（昭和３８）

◇崎山理「琉球・宮古方言比較音韻論」『国語学』５４（国語学会）

1966（昭和４１）

◇琉球大学沖縄文化研究所『宮古諸島学術調査研究報告（地理・民俗編)』（琉球大学沖

縄文化研究所）

：井上秀雄「多良間島への道のり及年中行事」

：我謝徳政「多良間の概況」

：中山盛茂「島人のあゆんで来た道及口承文芸」

：名嘉真宜勝「人生儀礼」

：比嘉政夫「多良間島の祭祀組織素描」

＊比嘉『沖縄民俗学の方法』（新泉社1988年）収録

◇砂川明芳「多良間騒動再評価のために」『密牙古』第１号（歴史教育協議会宮古支部）

1967（昭和４２）

◇比嘉政夫「宮古多良間島の祭祀組織の分析」『社』２＝３

＊比嘉『沖縄の門中と村落祭祀』（三一書房1983年）収録

◇平山輝男編『琉球先島方言の総合的研究』（明治書院）
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:多良間島のアクセント/多良間島・水納島の音韻/多良間島・水納島の文法

◇琉球大学沖縄文化研究所

縄文化研究所）

：多良間島のニル

『宮古諸島学術調査研究報告（言語・文学編)』（琉球大学沖

1969（昭和４４）

◇永積安明「沖縄離島の演劇（上）－多良間の組踊一」『文学』第37巻１号（岩波書店）
◇永積安明「沖縄離島の演劇（下）－多良間の組踊一」『文学』第37巻２号（岩波書店）

１９７０（昭和４５）

◇永積安明「沖縄離島の百合若伝説一水納島の二つの伝承一」『文学』第38巻２号(岩
波書店）

＊『沖縄離島』（朝日新聞社1970年）収録

◇永積安明「多良間島へ」・「沖縄離島の演劇一多良間島の組踊一」『沖縄離島』（朝日新
聞社）

＊『山紫水明』２月号（1969年）初出。

＊『沖縄文学全集』第12巻（国書刊行会1992年）収録
◇垣花良香編署『多良間島組踊集』（佐久本長吹）

◇比嘉政夫「社会人類学から見たことばの意味一く上〉とく下〉－」『方言研究の問題点』
（明治書院）

＊比嘉『沖縄民俗学の方法』（新泉社1988年）収録

1972（昭和４７）

◇牧野清「朝鮮漂流民の多良間島見聞記」・「多良間・与那国交換問題」『新八重山歴史』
（自刊）

１９７３（昭和４８）

◇大井浩太郎「水のまわり世乞」・「雨乞いの神」・「うしおの神」『沖縄古代の水の信仰』
（沖縄文教出版）

◇多良間村誌編纂委員会編『村誌たらま島く孤島の民俗と歴史＞』（多良間村）
◇当問一郎・友利安徳共著『沖縄多良間島の組踊』（那覇出版社）

◇仲程正吉「島の女の暗い悲しみ－「多良間ションカネー」と「与那国ションカネー｣」
『青い海』２２号（青い海出版社）

◇比嘉政夫「多良間島の祭祀組織」『沖縄の伝統文化現代のエスプリ』７２号（至文堂）

－１２９－



1974（昭和４９）

◇佐久田繁編「多良間のスツウプナカ」「多良間の豊年祭り」『カラー沖縄の祭り』（月
刊沖縄社）

◇杉本信夫『沖縄の民謡』（新日本出版社）

◇多良間村文化財保護委員会編『多良間島の文化財』（多良間村教育委員会）

◇仲間井左六編「多良間村」『土地と人宮古」（仲丸印刷所）

1975（昭和５０）

◇多良間村文化財保護委員会『多良間島の八月おどり』（多良間村教育委員会）

◇当問一郎「多良間島の八月踊りについて－その特徴と組踊の伝播を中心に－」『沖縄芸
能史研究会会報』第５号（沖縄芸能史研究会）

◇宮国定徳「多良間の史跡・文化財」『宮古の史跡・文化財』（自刊）

１９７６（昭和５１）

◇大城立裕・星雅彦・茨木憲『日本の伝説２沖縄の伝説』（角川書店）
：多良間島の島建て

◇垣花良香「鬼虎征伐の組踊一多良間島の「八月おどり』」沖縄タイムス（８月２７日）

◇垣花良香『(続）多良間島組踊集』（文部省指定重要民俗無形文化財（八月踊）記念
普及版）

◇慶世村恒任『宮古史伝』（城野印刷）

◇新里幸昭「宮古の文学」『鑑賞日本古典文学』第25巻南島文学（角川書店）

◇高良倉吉「(史料調査報告)多良間の史料について」『沖縄史料編集所紀要』創刊号(沖
縄史料編集所）

◇高良倉吉「マブナリの死」沖縄タイムス（７月２９日）

＊高良『沖縄歴史への視点』（沖縄タイムス社1981年）収録

◇高良倉吉「島役人の要求」沖縄タイムス（１２月２日）

＊高良『沖縄歴史への視点』（沖縄タイムス社1981年）収録

◇当問一郎「民俗芸能と共同体」『沖縄の祭りと芸能民俗芸能と芸能の原点』（雄山閣・
出版）

◇中本正智『琉球方言音韻の研究』（法政大学出版局）

：多良間方言

◇花坂蔵之助「多良間島漂流控」＜現代語訳＞琉球新報（１１月２５～12月１日／５回）
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1977（昭和５２）

◇稲村賢敷『宮古島|日記並史歌集解』（至言社）
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：「宮古島|日記」（仲屋まぽなり官女となりし始末の事）／「雍正|日記」（多良間島）

／「宮古島記事」（多良間島立ち始めの話・仲屋金盛の娘まふなり多良間島に漂

着の話・八重山島平久保に多良間田のある由来・多良間のとりかね大氏善行の

こと／「史歌集解」（多良間島ういぐすく金殿がにり・かでかりのに－り・鍛冶

神のに－り・士原豊見親のに－り）

◇大城将保「(調査報告）多良間島史料調査略報」『沖縄史料編集所紀要』２号（沖縄史

料編集所）

◇来問玄吹「多良間島の八月踊り」『眞』No.６（フォト真）

◇在沖多良間郷友会編『在沖多良間郷友会20周年記念誌ふるさと』（在沖多良間郷友

会）

◇砂川玄隆『沖縄先島歴史年表』

：宮古各市町村概要（多良間村）

◇当問一郎「多良間島の芸能」郷士会記念誌『ふるさと』

◇仲間井左六編『みやこ風土記』（ニュース宮古出版部）

：「多良間島」について

1978（昭和５３）

◇新崎盛暉「離島・歴史・文化一一九七六年八月」『沖縄・世替わりの渦の中で』（毎日

新聞）

＊『沖縄文学全集』第12巻（図書刊行会1992年）収録

◇沖縄県教育庁文化課編『沖縄県文化財調査報告書第12集多良間島の方言琉球方

言緊急調査第３集」（沖縄県教育委員会）

：津波古敏子「多良間方言の語彙」

：名嘉順一「多良間島の地名」

：長浜数子「多良間村塩川方言の音韻」

：野原三義「多良間方言の助詞を中心とした文例」

:比嘉政夫「多良間島の親族語彙」

：比嘉政夫・名嘉順一「多良間島の屋号」

◇多良間世を守る会編『ＣＴＳを拒否する』多良間世を守る会

◇津波古敏子「多良間島塩川方言の名詞形態論(中間報告)」『沖縄言語研究センター資

料』No.1０（沖縄言語研究センター）

◇当問一郎「史料紹介多良間島石原家所蔵本「手水の縁｣」『沖縄芸能史研究』３号（沖

縄芸能史研究会）

◇仲間徹（多良間世を守る会）「多良間ＣＴＳもちこみはこうして拒否された」『琉球弧

の住民運動』第７号（ＣＴＳ阻止闘争を拡げる会）

◇外間守善編『南島歌謡大成』Ⅲ宮古編（角川書店）
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◇山里久代「多良間村における精神衛生活動」『沖縄精神医療』第４号（沖縄精神医療編

集委員会）

1979（昭和５４）

◇沖縄県教育庁文化課編『沖縄県文化財調査報告書』２１集（沖縄県教育委員会）

：多良間島の民話～話柄・話者別一覧（沖縄県民話緊急調査１集）

◇小林美和「沖縄地方の百合若説話一竹富島の伝承と奄美・沖縄伝承圏」『沖縄地方の民

間文芸』（三弥井書店）

◇砂川明芳「第７章役人の腐敗と民衆」『平良市史』第１巻通史編Ｉ（平良市）

◇沖縄県教育委員会編『辞令書等古文書調査報告書』

1980（昭和５５）

◇WilliamNewell「SomeFeaturesoftheDomesticCultOrganisationintheSouthern

RyukyusandTaiwan」『AsianFoekloreStudies』vol３９

◇沖縄県教育委員会編『沖縄県文化財調査報告書』２７集

：多良間島の民話梗概沖縄県民話緊急調査第２集

◇加藤健嗣「沖縄多良間島における祭祀空間について」『宗教研究』２４２（日本宗教学会）

◇高城隆・星加弘文「『星見様」の研究（上）－沖縄・多良間島の星伝承一」『沖縄文化』

第16巻２号（沖縄文化協会）

◇高城隆・星加弘文「『星見様』の研究（下）－沖縄・多良間島の星伝承一」『沖縄文化』

第17巻１号（沖縄文化協会）

＊高城隆著『花線列島民俗と伝承』（木犀社1995年）収録

◇高良倉吉「旅妻（ウェンマ）をめぐる真相」『地域と文化』創刊号（ひるぎ社）

＊高良『沖縄歴史への視点』（沖縄タイムス社1981年）収録

◇高良倉吉「古文書に見る民衆像」沖縄タイムス（６月２９日～７月２日）

＊高良『沖縄歴史への視点』（沖縄タイムス社1981年）収録

◇多良間島老人クラブ連合『いでいしだき多良間島村老人クラブ連合十周年記念誌』多

良間島村老人クラブ連合

1981（昭和５６）

◇大井浩太郎「第４編地域の変遷第６章多良間村」「平良市史』第２巻通史編Ⅱ（平良

市）

◇池宮正治「多良間島総頭帳の童名」『地域と文化』５号（ひるぎ社）

◇高城隆「花綏列島の島々」（「多良間島から」「水納島から｣）『搬送東京』２１０．２１６

＊高城『花練列島民俗と伝承』（木犀社1995年）収録

◇田中義広「多良間島紀行」『まつりの旅』（まつり同好会）

－１３２－ａづ．



◇多良間村役場編『多良間村の民話』

◇平良市史編さん委員会『平良市史』３巻資料編（前近代）（平良市）

：｢多良間島漂着控｣／｢朝鮮済州島人漂流史料｣／「塩川御嶽の扁額．賜護"｣／「多

良間島流刑史料」

◇当問一郎「多良間の芸能」「沖縄の祭りと芸能」『沖縄の芸能』（オリジナル企画）

◇沖縄県教育委員会文化課『解題八重山諸島を中心とした古文書調査報告書』

1982（昭和５７）

◇ParPatrickBeillevaire 「多良間のスツウプナカーLESUTSUUPUNAKADETARAMA

JIMA」

“BEFEO,，Tome[LＸＸＩ］

◇津波古敏子「多良間島塩川の方言における音韻の考察」『琉球の言語と文化』（仲宗根

政善先生古稀記念編集刊行委員会）

◇真栄城守定「多良間へ」『宮古・地域開発の胎動』（ひるぎ社）

1983（昭和５８）

◇下地和宏「多良間騒動」『宮古郷士史研究会会報』４６号（宮古郷士史研究会）

◇平良勝保「｢宮古島在番記」にみる「漂着」覚書」『宮古研究」４号（宮古郷士史研究

…轌
蕊
蕊
騨

会）

◇辰島末弘『オールカラーおきなわ宮古市町村編」近代通信社

：多良間村の概要

◇仲間井左六編『多良間村宮古（沖縄)』（村制７０周年特集号）（近代情報）

◇平山輝男編『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』（桜楓社）

：「多良間方言の音韻」

議蕊蕊辮議騨議溌螺識識辮騨騨鱸鶴議灘譲織蕊鐇隷辮鑪鏑鑛譲蕊蕊蕊蕊蕊蕊譲辮議蕊懸辮蕊議熱議蕊蝋一議蕊鰄麺騨“』

1984（昭和５９）

◇高良倉吉「島役人への遠い道（チヤモ洲鎌)」『沖縄歴史物語』（ひるぎ社）

◇宮古民話の会編『ゆがたい－宮古島の民話一』第４集（宮古民話の会）

1985（昭和６０）

◇WilliamNewell「PROBLEMSOFDESCENTINTHESOUTHERNRYUKYUS(Sakeshima)」

『NeelingoftheAustolionJapanesestudiesAsociation』

◇沖縄県立博物館編『沖縄県民俗資料（民具）目録』

：多良間村立歴史民俗資料館

◇高良倉吉「海運の発展と商活動」『那覇市史』通史編第１巻く那覇市役所）

◇仲本螢「多良間島異聞」『脈』２３号（脈発行所）
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１９８６（昭和６１）

◇PatricBeillevaire「Specialcharacterizationofhumantemporalityinthe
Ryukyus」

『InterpretingJapaneseSociety』

◇琉球大学民俗研究クラブ『沖縄民俗』２４号

：多良間島仲筋部落報告

◇砂川明芳「ある推理～多良間向窟」『宮古郷士史考』

◇酒井卯作「宮古島多良間の入墨（ハリツキ)」『南島研究』２６号南島研究会

◇高良倉吉「海・島そして船一近世琉球の海上交通のあれこれ」琉球新報（５月２３日～
２８日）

＊高良『続沖縄歴史物語』（ひるぎ社1986年）収録

◇高良倉吉「多良間島の辞令書とその背景一琉球社会における近世的転換の一端」「歴
史研究』３１．３２合併号（愛知教育大学歴史学会）

＊高良『琉球王国史の課題』（ひるぎ社1989年）収録

◇多良間村史編集委員会『多良間村史』第２巻資料編１（王国時代の記録）（多良間村）

◇当間一郎「組踊｢忠臣仲宗根豊見親組｣の特徴」「沖縄芸能史研究会会報』第１１７号(沖
縄芸能史研究会）

◇当間一郎「多良間石原家本「手水の縁」の節名について」『沖縄芸能史研究会会報』第
120号（沖縄芸能史研究会）

◇当問一郎「多良間島石原家本「手水の縁』の節名について」琉球新報（10月１０日
～１１日）

◇宮古民話の会編「嶺問御嶽のお話」『宮古の民話』第２集（宮古民話の会）

.．:i･･U｣
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１９８７（昭和６２）

◇高良倉吉「近世琉球における海運史の－側面一預船の事例とその検討」『琉球の歴
史と文化』（本邦書籍）

＊高良『琉球王国史の課題』（ひるぎ社1989年）収録

◇比嘉政夫「多良間島」『日本の神々－神社と聖地』１３巻南西諸島（白水社）
･◇藤村市政「宮古島多良間の暗川」『南島研究』２７号（南島研究会）

◇諸見里道浩「｢八月踊り」の風景一多良間紀行」沖縄タイムス（10月９日～１０日）
＊『沖縄文学全集』第12巻（国書刊行委員会1992年）収録。

１９８８（昭和６３）

◇沖縄県教育庁文化課編「多良間島の神歌一スイツイウプナカの歌謡」『沖縄県文化財調
査報告書沖縄の神歌伝承活動』第86集（沖縄県教育委員会）

１ －１３４－ミヴ



◇神野富一「多良間島スツウプナカの神歌一資料と基礎的考察一」『地域と文化』

第49号（ひるぎ社）

◇神野富一「沖縄県多良間島の神歌一祭祀との関連一」『研究紀要』第25号（甲南女子

．大学）

◇高良倉吉「海上交通史の諸相」琉球新報（２月２６日～３月７日）

＊『新・琉球史』近世編下（琉球新報社1990年）収録

◇平良市史編さん委員会編『平良市史』第８巻資料編６（平良市）

：「多良間島漂着阿蘭陀船関係資料」（「琉球国異人之届・書面」抜粋）

◇玉城政美「多良間島スイツイウプナカの儀礼歌謡について：第一祭場ナガシガーを中

心に」『琉球大学法文学部紀要国文学論集』３２号（琉球大学法文学部）

◇名嘉真三成「宮古多良間島塩川方言の動詞の活用」『琉球大学教育学部紀要』３２集

（琉球大学教育学部）
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1989（平成元年）

◇多良間村史編集委員会『多良間村史』第５巻資料編４

◇宮古郷士史研究会『宮古の史跡をたずねて』

◇宮古民話の会編『ゆがたい_宮古島の民話一』第５集

(芸能）（多良間村）

1990（平成２）

◇西角井正大『民俗芸能く伝統芸能シリーズ４＞』（ぎようせい）

◇福多久『冥府往還記』南島叢書5４（海風社）

◇福多久『神髪の海嶺一八重干瀬の島から』（海風社）

1991（平成３）

◇上原孝三「多良間島の「八月御願｣」『地域と文化』６８号（ひるぎ社）

◇沖縄県教育庁文化課編「多良間の道」『沖縄県歴史の道調査報告書Ⅷ－宮古諸島の

道一』（沖縄県教育委員会）

◇下地康夫「九月例会レジュメ「久松五勇士」を考える（その２)下地康夫」『宮古郷士史

研究会会報』Ｎｕ７３（宮古郷士史研究会）

◇下地康夫「｢久松五勇士」を考える～九月例会のあらまし～」『宮古郷士史研究会会報』

Ｎｕ７４（宮古郷士史研究会）

◇下地康夫『多良間島から「久松五勇士」を考える』（自刊）

◇砂川明芳「多良間から「久松五勇士」を考える～下地康夫氏、小論を寄せる～」『宮古

郷士史研究会会報』Ｎｕ７１（宮古郷士史研究会）～

◇玉城政美「宮古歌謡の歌唱法」『南島歌謡論』（弧琉球叢書１）（砂子屋書房）
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LTil◇多良間村教育委員会編『多良間の八月踊り』

◇本田安次「多良間島の人目御願」『沖縄の祭りと芸能』南島文化叢書1３（第一書房）

1992（平成４）

◇植松明石「多良間島の葬墓制」「沖縄文化研究』１９（法政大学沖縄文化研究所）

◇砂川明芳「多良間騒動」歴史教育者協議会編『歴史地理教育実践選集』第23巻（沖縄

と北海道）（新興出版社）

◇高江洲義寛「多良間の子守歌（我がむらぎ)」『沖縄のわらべうた』（沖縄文化社）

◇高良倉吉「多良間往復文書控にみる近世末期の島唄行政の文書送受状況」『琉球王

国評定所文書』第８巻（浦添市教育委員会）

◇玉城政美『沖縄多良間島の古謡の構造・機能論的研究」（平成２．３年度科学研究費補

助金研究成果報告書）

◇当間一郎「組踊研究』（第一書房）
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1993（平成５）

◇沖縄国際大学南島文化研究所『多良間島調査報告書（１）』地域研究シリーズNul9

（沖縄国際大学南島文化研究所）

：小川護「多良間島一その地理的概観一」

：高橋俊三「多良間方言の動詞の問題点」

：高橋俊三「多良間島の語彙（中間報告)」

◇小橋川共男『多良間島の八月踊り』（多良間村役場）

◇高良倉吉「近世琉球における地船海運の実態に関する史料一「多良間往復文書控」の中

から－」『九州文化史研究』第38号（九州大学文学部九州文化史研究施設）

◇多良間小学校創立100周年記念事業期成会記念誌編集委員会編『多良間小学校創立100

周年記念誌』（多良間村立多良間小学校）

◇多良間村史編集委員会『多良間村史』第４巻資料編３（民俗）（多良間村）

１９９４（平成６）

◇沖縄県教育委員会『生き生きふるさと情報ガイドブック（宮古地区)』

◇沖縄国際大学南島文化研究所『多良間島調査報告書(2)』地域研究シリーズNu20

（沖縄国際大学南島文化研究所）

：窪徳忠「多良間島のかまど神信仰」

：杉本信夫「多良間島のスツウプナカのニリ」

：高橋俊三「多良間方言の語彙（中間報告2)」

：仲宗根將二「多良間島の系持（士族）形成について（上)」

◇神野富一「多良間島の神歌一祭祀との関連一」『沖縄祭祀の研究』（翰林書房）

－１３６－凹百



千！｡.}.Ｉ｡.ⅢHDJ｡..ノ」

灘酔啼（‐ｗ一（』ｗ》》Ｔ（（閂伊骨一Ｆ■□■■■三口卿蜘曰。

111瀞Wl1liiWiliii(iLIj:iii霧｜
`!÷ijFr:蠕炉；～

◇畠中敏郎「多良間島組踊の特徴」「組踊と大和芸能』（ひるぎ社）

◇平良市史編さん委員会編『平良市史』第９巻資料編７（御嶽編）（平良市教育委員会）

◇武藤美也子「多良間のスツウプナカ（1987年調査)」「沖縄祭祀の研究』（翰林書房）

１９９５（平成７）

◇沖縄国際大学南島文化研究所『多良間島調査報告書(3)』地域研究シリーズNn21

（沖縄国際大学南島文化研究所）

：ＷｉｌｌｉｎｍＴ,Randall「TARAMA-MINNNAREPORT」

：窪徳忠「多良間島のかまど神信仰（続)」

：新里幸昭「多良間島の唱えもの」

：杉本信夫「多良間のその他の古謡一士原豊見親ぬニリー鍛冶神ぬニリ、雨乞い

ぬニリ、あだんや－ぬあず、あがりすずで－り－」

：高橋俊三「多良間方言の語彙（中間報告３)」

：波平勇夫「多良間島の社会構造と人口・人口移動」

◇多良間村史編集委員会「多良間村史」第６巻資料編５（多良間村）

◇渡久山春好編『村の歴史散歩』（多良間村教育委員会）

◇（財）日本ナショナルトラスト編「タラマウプツカラツと死者の世界」『季刊自然
と文化』４８春季号

1996（平成８）

◇佐渡山安公「仲屋マプナリャの事」「士原豊見親の事」『続びるます話宮古ふ
しぎ発見・神語りの世界』（かたりべ出版）

◇又吉よね子「多良間島の組制度一子年惣頭帳を中心にして」『沖縄民俗研究』第１６

号（沖縄民俗学会）
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1997（平成９）

◇奥濱幸子「フタッジ御嶽－仲屋マプナリの霊魂一」『暮らしと祈り－琉球弧・宮古
諸島の祭祀世界一』（ニライ社）

◇多良間村古歌謡収録制作委員会編『島のむかし歌』（多良間村）

◇多良間村戦時・戦後体験編集委員会『島ぴとの硝煙記録一多良間村民の戦時・戦後体

験記』（多良間村教育委員会）

◇仲宗根將二「多良間のスツウプナカ」沖縄県教育委員会編『沖縄県文化財調査報告

書』第127号

：沖縄県の祭り・行事一沖縄県祭り・行事調査報告書一

◇山里純一「第１章沖縄のフーフダ(符札)」『沖縄の魔除けとまじない－フーフダ(符

札）の研究一』（第一書房）
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◇『新宮古風土記近代情報創刊２０周年記念』（先島情報誌近代情報）

1998（平成１０）

◇Ｎ・ネフスキー「多良間で豊作になったら」ニコライネフスキー箸・グロムコフスカヤ
編狩俣繁久ほか訳『宮古のフォークロア』（砂子屋書房）

◇赤嶺政信「多良間島のウプダデイ」『シマの見る夢一おきなわ民俗学散歩』（ボーダ
インク）

1999（平成１１）

◇琉球大学法文学部人間科学科民俗学研究室『シマー琉球大学民俗学実習調査報告書一』
第１号（琉球大学法文学部人間科学科民俗学研究室）

：沖縄県宮古郡多良間村仲筋・塩川地区

◇仲宗根將二「学術シンポジウム「多良間」を考える～歴史・言語・民俗・社会の視点か
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ら～」「宮古郷士史研究会会報』１１５号（宮古郷士史研究会）
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